
当社は1993年に環境に関するボランタリープラン「環境

保全行動計画」を策定し、これに沿って環境保全活動に取

組んでまいりましたが、2001年4月にこれを改訂し、理念・

方針からなる「環境基本方針」と「環境行動計画」を新たに

策定致しました。この「環境基本方針」のなかで当社は地球

環境保全を、経営上の最重要課題の一つとして位置付け、

事業活動のあらゆる面で環境保全に配慮して行動すること

を理念として掲げております。 

【理　念】 

地球環境の保全を、経営上の最重要課題の一つとして位置付け、事業活動のあらゆ

る面で環境保全に配慮して行動する。 

 

 

【方　針】 

1．環境関係法規等を遵守するとともに、必要な自主基準を設け、環境汚染の予防、
環境負荷低減に努める。 

2．環境保全活動を推進するため、三井金属グループの各所社において、組織および
体制の整備をはかる。 

3．地球温暖化防止、廃棄物の削減、環境汚染物質の排出量削減について、目標を定
めて取り組む。 

4．環境に配慮した技術、材料および商品の開発を積極的に推進する。 

5．定期的な監査を実施し、環境管理システムの継続的な改善をはかる。 

6．三井金属グループで働くすべての人々に対し、環境に関する教育・啓蒙等を通じ
て、環境保全の重要性を認識させ、意識の向上をはかる。 

この基本方針は、三井金属グループの全世界の各所社に適用する。 

 

2003年6月27日 

三井金属 社長　槇原  紘 
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組織 

当社の環境保全に関する最重要事項を審議する場として、

環境担当役員を議長とし、各事業ラインの長をメンバーとす

る「環境最高会議」が設けられております。 

本会議において審議・決定された方針や行動計画は、環境

担当役員の指揮の下、環境統轄責任者（保安環境部長）によっ

て三井金属グループ各所社への展開が図られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境マネジメントシステム 

当社では、ISO14001環境マネジメントシステムを、環境負

荷を継続的に低減するための仕組みとして、環境行動計画

において2006年度末までに三井金属グループの全所社で

構築することを目指しております。 

これまでに昨年4月にグループ入りした大井製作所を含め

21所社が構築または認証取得をしており、現在17所社が

構築に向けて取組みを行っております。 

 

2004年9月末現在で 
韮崎事業所、吉野川電線(株)、神岡部品工業(株)、(株)ＭＣＳ、神岡鉱業(株)鉛リサイクル工場、三井串木野鉱山
(株)、パウダーテック(株)、日本亜鉛鉱業(株)、圧延加工事業部、日比・玉野製錬所、パーライト事業部、薄膜材料
事業部、三井金属九州機工(株)、触媒事業部、三井金属商事(株)、愛知計装(株)、(株)大井製作所本牧・九州・   
石川工場、 三興金属工業(株)、計測システム事業部の21所社が構築済 

環境管理体制 

計画 
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